
 

 

 

 

 

 

平成 28 年第１回 
 

 

 

 

北広島市教育委員会会議録 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

日時：平成２８年１月１５日（金） 

午後３時～４時３０分 

場所：教育委員会会議室 

 

 

 



 

〇目 次 

 開会宣言 ・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １ 

日程第１ 会議録署名委員の指名 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １ 

日程第２ 

日程第３ 

 

 

 

 

日程第４ 

閉会宣言 

 

教 育 長 報 告 

議 案 第 １ 号

議 案 第 ２ 号 

議 案 第 ３ 号 

 

 

そ の 他 

・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

平成 28 年度北広島市学校教育の推進方針について・・・ 

市議会定例会提出議案について・・・・・・・・・・ 

北広島市立学校の学校医、学校歯科医及び学校薬剤師の

公務災害補償に関する条例施行規則の一部を改正する規

則について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

１～２ 

２～11 

11～12 

 

 

13 

13～18 

19 

〇出席委員（５名） 

 

 

委員長 

委 員 

委 員（教育長） 

松 本   懿 

佐 藤 元 治

吉 田 孝 志 

委 員（委員長職務代理者） 

委 員 

石 井 雅 恵 

大 山 秀 之 

〇本会議に出席した事務局説明員 

 

 

 

教育部部長 

教育部次長 

社会教育課長 

エコミュージアムセンター長 

水 口  真 

鹿 野 秀 一 

棚 田 吉 浩 

小 島  晶 

教育部次長 

学校教育課長 

文化課長 

学校給食センター長 

櫻 井 芳 信 

櫻 井 洋 史 

丸 毛 直 樹 

川 口 弘 恭 

〇本会議の書記 

 教育総務課庶務担当主査 

学校教育相談員 

河 合  一 

常 田 拓 孝 

教育総務課庶務担当主事 高 橋 遼 平 

特別支援教育アドバイザー 荒 木 実千子 

     

  

 

 

 

 

 



- 1 - 

 

開会 午後３時 

 

（ 議 事 の 経 過 ） 

◎開会宣言 

 

○松本委員長 ただいまから平成２８年第１回教育委員会会議を開会いたします。 

議事日程につきましては、お手元に配付のとおりであります。 

 

 

◎日程第１ 会議録署名委員の指名について 

 

○松本委員長 日程第１ 会議録署名委員の指名を行います。本日の会議録署名委員として、佐

藤元治委員を指名いたします。 

 

 

◎日程第２ 教育長報告 

 

○松本委員長  日程の第２、教育長報告をお願いします。 

○吉田教育長 ４点報告させていただきます。 

 まず、冬期特別研修会についてでありますが、１月１３日に市内教職員を対象にしまして、石

狩教育研修センターほか２カ所を会場に開催をいたしました。この研修会は、教職員の資質向上

を目的に、北広島市教育研究会と市教育委員会が共催をして実施しているものであります。今回

は、学校力向上、キャリア教育を学ぶ、アンガーマネジメントの三つをテーマとした講座に約２

００名の教職員が参加し、指導力の向上を図るとともに、見識を深めたところであります。 

 次に、成人式についてでありますが、１月１０日日曜日午後２時から、芸術文化ホールにおい

て開催をいたしました。今年は、対象者５８１人のうち４２５人、およそ７３.１％が市内に集合

されました。市長からのお祝いメッセージ及び新成人の誓いの後、アトラクションでは、北海道

のバラエティー情報番組などで活躍中のお笑いコンビ「オクラホマ」によるステージで、新成人

の皆様をお祝いしたところであります。 

 次に、西部地区生涯学習振興会の記念事業についてでありますが、西部地区生涯学習振興会は、

平成１８年に市内で最初に設立され、１０年の節目を迎えたところであります。会では、記念事

業を地域の子ども達が希望する内容となるよう計画を進め、１月１６日にはバスケットボール大

会、２月６日にはお菓子づくり教室を開催することとしております。 

 最後に、平成２７年度武道優良団体表彰についてでありますが、本市におけるはまなす杯全国

中学生空手道選抜大会の１０年間にわたる開催や、中学校での必修化などの取り組みにより、空
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手道競技を通じて武道の普及振興に多大な貢献があったとの評価をいただきまして、日本武道協

会から表彰状が贈られました。表彰式は、１月１１日に日本武道館において開催され、市民を代

表いたしまして上野市長が出席したところであります。以上であります。 

 

 

◎日程第３ ○議案第１号 平成２８年度北広島市学校教育の推進方針について 

 

○松本委員長 それでは、日程の第３、議案第１号について、説明をお願いいたします。 

○櫻井教育部次長 議案第１号平成２８年度北広島市学校教育の推進方針についてであります

が、別冊のとおり設定をしたいので、北広島市教育委員会事務委任規則第２条の規定に基づき、

教育委員会の議決を求めるものであります。学校教育の推進方針は、平成２０年から本市が独自

に毎年策定しているものであり、教育的な計画、推進計画に基づき学校教育の領域における教育

の理念や実践方策などを定めるものであります。各学校では、この推進方針により平成２８年度

の学校経営や地域連携などを実践していくこととなるものであります。 

 推進方針の概要につきましては、この後、常田学校教育相談員よりご説明したいと思います。 

○松本委員長 お願いします。 

○常田学校教育相談員 常田と申します。平成２８年度北広島市学校教育の推進方針について提

案させていただきます。よろしくお願い致します。 

 資料１の推進方針そのものと別冊資料の両方を併せて説明いたしますが、スクリーンをご覧に

なりながらお聞きいただければと思います。 

 平成２８年度北広島市学校教育推進方針の策定にあたっての基本と致しましては、第１点は、

示す目標の系列、流れを明確にすることです。もう１点は、各学校は校長先生を中心に進めます

学校経営や教育課程の堅持性、実施管理などの特性、具体的な指針を示すことできるようにする

ことです。この二つの考えに添って策定をしました平成２８年度の北広島市学校教育の推進方針

全体像をクリーンに示しております。 

 次に、掲載しております推進方針の教育方針の説明を致します。 

 一番筆頭に、昭和４４年に制定され、昭和６０年に改訂をされた「北広島市の教育理念」を掲

げ、「すぐれた知性と豊かな心とたくましい身体をもって自然と創造の調和を図り、進展する郷

土社会へ貢献する」と述べております。 

 次は、本市の教育目標、５点について述べられています。 

 一点目は、北広島市民としての誇りと自覚を持つ人。二つ目は、協力して豊かなまちづくりに

努める人。三つ目は、文化を高め生活の合理化を目指す人。四つ目は、健康な身体と豊かな心情

や知性を持つ人。最後５つ目は、勤労を尊び生産を高める人となっております。 

 続いて、当市の学校教育目標、これも５点の目標を掲げております。 

 一つ目は、自主性を高め、協力して豊かな郷土を築いていける人を育てる。二つ目は、思考力

を深め、科学的で合理的な生活を目指す人を育てる。三つ目は、情操を深め、文化の創造につく
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す人を育てる。四つ目は、健康な心身を培い、社会の進展に貢献する人を育てる。最後五つ目は、

勤労の尊さを知り、生産を高める実践的な人を育てるとなります。 

 北広島市教育目標、学校教育目標の右にあります、北広島市にゆかりのある３人の先人の精神

の礎としてとあります。続いて、懐く、励む、挑むは、本市教育基本計画第２章、新たな時代を

担う人間像に述べられています本市ゆかりのある先人というＷ．Ｓ．クラーク、和田郁次郎、中

山久蔵、３氏の関わっていくものでありますので、掲載を致しました。 

 続いて、目指す子ども像です。「心豊かに大志をいだき、たくましく生きる子ども 優しく・賢

く・たくましく」としています。３人の先人の足跡が本市の人づくりの基幹をなしています。先

人の希望を懐く、交流に励む、成長に挑む、志を体現できる子どもを目指しております。 

この先人の志しを踏まえて、学校教育では、北広島市で学ぶ児童生徒のめざす子ども像、「心

豊かに大志をいだき、たくましく生きる子ども」と掲げました。そして、その実現のために指針

として、副題を「優しく・賢く・たくましく」としております。 

 これらの理念、目標、そしてめざす子ども像の実現に向けて、学校教育の推進施策を生きる力

を育む学校教育の推進、信頼され魅力ある学校づくりの推進としています。 

 生きる力を育む学校教育の推進について、お話をします。ご存じのように、生きる力は、これ

からの社会を生き抜く子どもたちに身につけさせたい確かな学力、豊かな心、健やかな体の三つ

の要素からなります。 

 確かな学力とは、基礎的、基本的な知識や技能はもちろんですが、学ぼうとする意欲や自分自

身で課題を見つけ、それを解決しようとする能力などを身につけることを指します。各学校では、

様々な方法で分析し、授業や学習指導方法について改善に努めます。 

 次に、豊かな心でございます。自分を律しつつ、他者と協調しながら、思いやりの心や感動す

る心を指します。児童生徒が生涯にわたって人間としてよりよく生きていくために考え、実践で

きる力を身につけるよう取り組みます。 

 健やかな体は、児童生徒が基本的な生活習慣を身につける。心身共に健康で生活できる力を身

につけるよう取り組みます。 

 続いて、もう１点は、信頼され魅力ある学校づくりの推進です。学校が、子どもを中心にして

保護者や地域の皆さんの声を生かし、そして連携しながら学校づくりを行うことが極めて大切で

す。信頼され、魅力ある学校づくりにするために、目指す学校像や子ども像を保護者、地域に丁

寧に説明をし、互いに情報の交流を頻繁に行うことが大切です。その事が、学校を知ってもらい、

必要に応じて支援や協力を得ながら、地域の子どもを育みます。 

 そして、地域に学ぶ児童生徒の小中学校９年間を見通して、小中連携、一貫教育を推進します。

小学校卒業から中学校への入学で生活や学習が整い行き交うことができるように、小中学校で連

携をしていきます。 

 さらに、各学校の校長は、点検、評価をし、改善に努めます。 

 以上が、学校教育推進政策でございます。 

 続いて、学校教育の重点です。 
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 義務教育９年間を通して、生きる力を育む小中連携、一貫教育の推進としています。 

 子どもを取り巻く社会環境が変化をしていますが、それらに対応できるようにする為には、小

中学校９年間を見通し、連携一貫した教育を推進することが極めて重要です。当市の小中学校に

おいて連携一貫教育を推進するための視点をもっと探ります。別冊の資料でございますと、４ペ

ージから５ページにかけて４点掲げておりますが、後ほどまたご覧をいただければと思います。 

 その４点でございますが、中学校区でのめざす子ども像という就学前から中学校卒業までを見

通した一貫した指導、子ども同士や教職員間の交流と想像が広がる教育活動、中学校区での学び

を支え合う教育環境づくり、学校教育の重点、視点といたしましました。 

 なお、小中連携教育と一貫教育については、改めてご説明致します。 

 ご存知と思いますが、連携は小中学校の教師陣がお互いに情報交換、交流を行いながら小中学

校教育、小学校教育から中学校教育への円滑な接続を目指す教育を言います。一貫は、小中連携

を踏まえながら、小中学校が９年間を通した教育課程を編成して、それらに基づき継続的に行う

教育を言います。 

 それでは、先ほどお示しをした視点についてご説明をいたします。 

 一つ目です。中学校区でのめざす子ども像の共有です。中学校区において、子どもの就学前か

ら小中学校までの間に育てたい子ども像を共有して、教育を展開いたします。本市は、５つの地

区で形成されていますが、それぞれの地域や歴史を取り持つ環境の特徴がございます。その特徴

を生かしながら地域で学ぶとともに生きる力を明らかにいたします。 

 二つ目は、就学前から中学校卒業までを見通した一貫した指導です。このめざす子ども像を実

践するために、小中学校で通した指導を行います。なお、教育課程ですが、どういうものかとい

うと、若干の説明を致します。教育課程ということは、学校教育の目的や目標を達成するために

教育の内容を児童生徒に精神発達に応じて、授業時数との関連において、教育全体の総合的に組

織化計画そのものを言います。スライドにありますのは、学習指導要領の中の法令で定められて

おります中学校の教科等の変換の時数を示しております。そういうことでお話をいたしますと、

どこの中学では国語や数学の教科の時間、道徳の時間、総合的な学習の時間、学級会などの活動

等、年間で１年１５時間を持つことと定められております。この時間、授業時数に踏まえて、こ

れの実践のための全体計画や指導計画などを教育課程というということがあります。 

 続いて、三つ目です。子ども同士、教職員の交流と想像の広がる教育活動、中学校区で児童生

徒が互いに学ぶ場の設定をいたします。また、中学校区の教職員は交流を深め、協働して教育活

動を行います。更には、中学校区での学びを支える学校環境づくり、中学校区で、小中学校だけ

で子どもの学びを達成することは難しいので、学校、家庭、地域社会が児童生徒の学びを支え合

う、教育環境の構築を推進します。 

 以上が学校教育の重点であります。 

 続いて、今年度の実践目標です。 

 ９年間の確かな学びを支える教育活動の創造、小中の系統性を明確にした教育計画の立案・実

施といたします。これは、次年度平成２８年度における各学校の教育実践の目標です。本市では、
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平成２７年度から市内校長会、教頭会で、小中の連携について、その動向や内容、具体的な活動

について検討して、各中学校区で実践を少しずつ積み重ねてまいりました。それらを財産にして、

小中の連携、そして一貫と継承しようとしますが、その最初の年度での実践目標としました。中

学校区の移転、児童生徒を取り巻く地域環境等分析をして、９年間で育てたい力を見極め、その

達成のために系統的、継続的な計画を致します。そして、実践への具体的施策です。推進方針で

すが、マネジメントサイクルによる学校経営ビジョンの策定と進行評価が学校経営の基礎となる

ものですので、大きな囲みとしています。その内側に九つの項目を設定致しました。その一つず

つについて概要をお話し致します。 

 初めに、マネジメントサイクルについてお話します。 

 各学校がめざす目標の具現化や課題の解決には、教職員間でそれらを共有して組織的な取り組

みや対応で、各学校で普段行っているさまざまな教育活動等を評価、分析し、課題を明らかにし

ます。これをＲ、リサーチと呼びます。それを踏まえて、具体的な教育計画を立案する段階をＰ、

プランと言います。各学校では、学校経営プログラムを月ごとなどに作成をして、学校づくりの

指標を全教職員に周知をして、全員で取り組むことにしています。そして、計画的組織的な実践

をし、児童生徒の意欲を促す取り組みを行います。その段階をＤ、実践と言います。これらの取

り組みに評価をし、達成状況を捉えます。この段階をＣ、評価と呼びます。最後に、評価に基づ

いて解決策を定めるなど、組織的な決定をします。その段階をＡ、改善と呼びます。 

 このように、マネジメントサイクルとして学校会議に諮ります。その上で、各学校が実践する

手だてについて９項目を設定します。上から順に、説明致します。 

 最初は、教育課程、９年間を見通した指導計画の立案、作成です。先ほどお話し致しました教

育課程ですが、これまでも９年間の連続性を意識しながら編成を行ってきましたが、小学校６年

間、中学校３年間、それぞれで完結するのではなく、学びの連続性を意識した指導計画の立案を

目指します。 

 二つ目です。授業改善、課題提示とまとめや振り返りでの授業展開です。全国学力調査の節目

の調査の結果では、学校は授業の初めに課題を提示して、終わりにはまとめの振る返りを行うと

いう回答をしていますが、同じような質問で、市内児童生徒の回答は、それよりも低くなってい

ます。授業の初めに課題を提示することは、その授業でどんなことを勉強するのかを黒板などに

示して、学ぶことを明らかにします。例えば黒板に足し算とだけ書くのではなく、例をもっと具

体的に言いますと、１２足す２４の足し算ができるようになろうと書くと、児童はとってもわか

りやすい項目になります。終わりには、まとめや振り返りをするということは、授業で勉強した

ことについて、まとめたり、振り返ったり、振り返って練習するなどの設定をするということで

す。つまり、児童生徒自身が何を学ぶのか、なぜ学ぶのかがわかるような授業を行うということ

です。 

 ３点目、道徳教育です。考え、議論する道徳授業の実践と積み上げです。学習指導要領の一部

が改正され、自分ならどのように行動を実践するかを考えさせ、自分とは異なる意見と向き合い、

議論する道徳の実践と指導の積み上げを行います。 
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 ４点目、特別支援です。児童生徒の教育的ニーズに応じたきめ細かな教育支援の実現。先生方

全員があらゆる機会を捉えて、児童生徒の理解や教育的ニーズを捉えることは極めて大切な時代

になっています。そして、特別支援教育についても、その理解を児童生徒、保護者の皆さんに広

めることも大切です。現在も取り組んでおりますが、かなりきめ細かな教育支援を展開します。 

 ５点目、ＩＣＴ活用です。ＩＣＴ等を活用した授業時数の改善としました。ご存じのように、

ＩＣＴとは、インフォメーション アンド コミュニケーション テクノロジーの略です。情報通信

技術と英語で言います。学校でのＩＣＴ環境の整備が進められていますが、利用については学校

によって差があり、校内でも教科によって違いがあります。機器を活用することによって、児童

生徒の学習意欲や興味関心を高めることに使い、さらに授業改善に努めていきたいと思います。 

 ６点目、キャリア教育です。キャリア教育の推進ときたひろ夢ノートの実践検証、小中連携一

貫して９年間の学びを通して、自立した生き方を身につけるキャリア教育を展開します。義務教

育でのキャリア教育は、職業を理解し、職業を知るための知識や技能を見つけることだけではな

く、児童生徒が自身を知って、所属する社会の一員として役割を果たし、自立して生きていく能

力やキャリアを育てる上に大きな意義があります。それらの力を身につけるために、小中での指

導計画を立案して、生き方をのぞける教育活動を展開します。夢ノートは、最初の実践を行って

います。実践を振り返りながら、改訂を加え、その活用と実践についても試験いたします。 

 ７点目、実践と指導ｄす。中学校区でのスタンダードの策定と実践とします。これまで述べて

きましたように、中学校区で目指す子ども像を明確にして、義務教育９年間で継続的に指導の具

体化をいたします。それらを明記したものを中学校区でスタンダードと言います。この中学校区

でのスタンダードを策定したところの中学校区でありますが、策定しない地域は策定をするとと

もに、スタンダードの活用の実践を行います。中学校区での育てたい子ども像を明確にして、学

校、家庭、地域が手を取り合って実践に向けて取り組みをしたいと思います。 

 ８点目、連携です。家庭、地域と連携を図った学習、生活習慣の推進としました。児童生徒の

望ましい成長を促す、学習する習慣、基本的な生活習慣の確立が大切です。全国学力学習状況調

査の児童生徒の質問紙の調査の結果では、市内の小中学生ともに、平日１時間以上勉強している

と答えた割合は６４％となっていますが、一方で、平日３時間以上テレビを見ていると答えた児

童生徒の割合が２０％を超えています。望ましい学習習慣、生活習慣の確立への取り組みは、学

校だけでは十分でありません。家庭や地域と連携をして、地域の子どもを取り組む計画をしてい

きます。 

 最後に、意識向上です。中学校区での事業交流と合同研修を実施します。小中一貫教育を推進

する為に、教師の授業力などの指導力の向上が極めて必要で、義務教育９年間で系統的継続的に

指導できるよう、研修や一緒の小中学校での授業の交流、あるいは合同の研修などを活用してい

きます。 

 以上が、平成２８年度の学校教育推進方針となります。 

○松本委員長 平成２８年度の学校教育の推進方針について、その考え方と内容をご説明いただ

きました。委員の皆様から、何かございますか。 
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○佐藤委員 連携について、この前出た際、稚内市が、市から中学生に向けて携帯電話の使用期

間など、全面的に出てきてやっている事例を聞きました。北広島ではそういったことは、このよ

うに書くのみでしょうか。 

○吉田教育長 中学校区でのスタンダードの確定というところと関係しますが、例えば大曲でし

たら、既に小中一緒にやっていますね。それから、緑ヶ丘・緑陽中学校区では、スマートフォン

等の機器の活用について、地域の皆さんも参加して、家に帰ったら、８時以降は家庭みんなが決

めた所に置いておいて使わない等、そうした事例が今、出てきています。各中学校区単位で取組

が出てきており、それらを束ねていくことが次に必要だと思います。 

 トップダウンで、教育委員会であれとこれを打ち出して、従ってくださいというと、保護者の

皆さんは割と楽だと思うのです。ある意味、教育委員会がこう言っているのでやりなさいと。今

までもそういうやり方をすることが多かったですが、うまくいかないこともありました。そこで、

ボトムアップといいますか、地区で、苦労して作っていただいたものを学び合って、全市に広げ

ていけないかなと思います。今が過渡期と捉えていただければと思います。将来的には、必要な

ものは全市的に提起していきたいです。ＰＴＡのご理解をいただき、健連協の理解もいただいて、

もう少し絞り込めるかどうか研究していきたいと思っています。 

 近々、全体的に共通化した方がいいよというものがあれば、また教育委員の皆さんのご意見を

いただきたいと思います。今は、ボトムアップ的に積み上げていったらどうかと考え、去年から

進めてきているところです。ご理解をいただければと思います。 

○松本委員長 他にどうでしょうか。 

○石井委員 スライドにしていただいたのは、とてもわかりやすく、解しやすいです。 

○大山委員 授業改善の課題提示というのは、良いと思います。ただ単に足し算ではなくて、子

どもたちも今まで何となく授業を受けていたものが、目標意識を持って、今こういうことを勉強

しているというのがはっきりわかって、良いなと思いました。 

○吉田教育長 全道的にも、こうした課題提示とまとめというのが、十分でないと分析されてい

ます。道教委も授業改善の大きな柱として、課題をしっかり設定したり、学習を通して導き出さ

れたものをもう一回振り返って、まとめるなり、自分の言葉で整理してみたり、お互いに確認し

合う場面を、単位時間の中、あるいは２時間なり流れの中で必ず取り入れるよう指導助言してい

ます。北広島は、一定程度の学力を保っており、定着度も高いのですが、さらに上のステップに

行くには、その両方が必要ではないかと考えています。今でもほとんどの学校が、課題とまとめ

に取り組んでいるのですけれども、さらに、どの時間もそういう意識をして子どもたちの定着、

理解を高めていきたいと考えており、道と一体になった取り組みでもありますということを補足

させていただきました。 

○佐藤委員 ノートにそれだけでも書ければ、家に帰って見てもわかると思うのです。生徒は、

黒板を写しているわけですから、黒板にわかりやすいことが書いてあって、それがしっかりノー

トに書かれていれば、家に帰っても見られると思うのです。 

○吉田教育長 授業中もそうですが、帰ってからの振り返りにも役立ちます。 
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○佐藤委員 そこが良くなってきているから、生徒もわかるという状態になってくるだろうなと

思うのです。 

 結構、自分たちの時代は、黒板には書いてあるけれども、書き写している間に全部消されるこ

とがあったので、１点に集中して答えているのではなくて、羅列されて、要点がわからないまま

書き写して、家に帰って見ても、ノートに書いてある意味がわからないというのが多かったので、

そういう点が改善されてきているのだろうなと思いました。 

○吉田教育長 今後も引き続き進めていきたいと思っています。 

○松本委員長 先程の話に戻りますが、小学校や中学校の学校内で、携帯やスマホの使用という

のは、どのようになってきているのでしょうか。 

○鹿野教育部次長 市内で言いますと、小学校、中学校とも、学校への持ち込みは禁止です。 

○松本委員長 学校の中へは持っていけないのですか。 

○鹿野教育部次長 はい。家庭の事情で、帰りに連絡が必要という子については、持ってきたら

担任に預けて、使用するときに担任からもらって使用するということで対応しています。それは

一般のことで、スマホ、携帯については、やはり活用の仕方で十分自分の力になっていく機器で

もありますので、単純に持たせないというよりは、どのように活用していくと自分の力になって

いくのか。活用の仕方ということも教えていくことが大事であると考えます。タブレットの使用

の部分で、学校では使用のマナーなどについてもあわせて指導していくように進めています。 

○松本委員長 他にどうでしょうか。 

○佐藤委員 デジタル教科書はもう使われているのですよね。実際に使用してみてどうでしょう

か。 

○常田学校教育相談員 紙の教科書と、デジタル教科書の大きな違いということで、写真等の拡

大や説明、別の資料を閲覧することがすぐにできます。また、算数、数学とかですと、瞬時に回

転して別の方角から見ることができたりという点で、大変すぐれています。ただ、コンテンツが

たくさんありますので、利用の仕方を上手にしないと、ただ動いていて楽しいなという部分にな

りますので、使うに当たっての教師側の研修が必要かなと思います。 

○佐藤委員 教科書とタブレットを併用するということになるのですね。 

○常田学校教育相談員 併用することになります。現状では、デジタルの教科書を自分の自宅に

持って帰れませんので、紙の教科書も見ながらもということであって、一斉の教室の授業の時に、

タブレットを使いながら補足をする等、別の資料を見たりすることについては、非常に便利にな

ると思っています。 

○佐藤委員 デジタル教科書に載っている部分というのは、家では見られないということですね。

復習といった時には、教科書のみとなると、なかなか難しいです。 

○吉田教育長 タブレットになると、全員に渡っているところまでいかないと、家で使うという

ことにならないのが現状です。 

全国では、いわゆる特区などで、全員にタブレットを配付して、家に持ち帰らせ、反転授業と

言いまして、家で勉強してきて、学校で確かめるというような試みもあります。それは機器の使
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い方とか、条件整備に関わることと思われます。 

 それから、もう一つは、現時点では、デジタル教科書を各教科書会社が開発しているのですが、

いま常田学校教育相談員がお話ししましたように、一斉で使うときに拡大や強調とか色など、強

調や動きというのは今でもできるのですが、もう少し開発が進みますと、例えば社会で、絵だと

か、あるいは写真の資料について検索しますと、紙ベースの教科書以上に補充的に別な説明資料

が出てくるようなデジタル教科書も開発されています。そうなると、一つ一つのタブレットがネ

ット上で繋がっていないとなりません。そこまではまだ進んでいませんので、拡大や強調など、

一斉授業の中でデジタル教科書を使うというパターンになっています。条件整備が整わないと、

もっと先に行けないというのが現状です。 

 市内の中学校は、国語と英語と技術家庭が、市教委のサーバに入っており、サーバから引っ張

っていけば見られるようになっています。教科をどこまで増やすかというのが今後の課題です。

ただし、使い方はまだ限定的で、教科書会社もまだ十分開発できていないところが課題としてあ

ります。 

○大山委員 使用頻度に差があるとなっていますが、どのぐらいの差で、どのような使用頻度に

なっているのかというのはわかりますか。 

○常田学校教育相談員 具体的に数字はわかりませんが、ある学校の非常にそれを熟達している

教員が複数いますと、とても使う頻度が高くなります。まだ慣れていないかという教員が比較的

多い学校は、何回も何回も勉強しながらしているという状態ですので、学校によっては、全体の

件数に少し差があったり、時期によっても、学び初めのときやってみようというのと、だんだん

練習したりするときになっていくときの使い方では、若干の変更がありますので、先程も言いま

したように、できるだけ先生方に力をつけてもらって、活用状況を高めていきたいと考えていま

す。 

○松本委員長 比較的近い将来、紙の教科書から全てデジタルに置きかわるということは想定さ

れるのですか。料金が幾らぐらい違うのか、効果として釣り合うのか。活用法を含めたこのあた

りの総合的な判断が、今後の課題になるでしょう。 

○吉田教育長 今後は、デジタル教科書の導入が進むと思います。紙とデジタル教科書を両方無

償で提供するのか、紙はもうやめてデジタル化したものにするのか、共用か、という議論があり、

その中で教科書会社はデジタル教科書を開発しつつあります。そのためには全員にタブレットな

り、電子機器を持たさなければならないという、その前段階でもあります。調査研究は進んでい

ますが、費用対効果も含めて、もう少しかかるかなというところです。 

国が無償化できなかったら、各自治体の判断で出来るところはやりなさいというところから始

まる可能性もあります。そうすると、財政力の話になってきて、自治体間の格差が出るのではな

いのかと、色々課題は増えていきます。 

○佐藤委員 中学校の親は、学校へ持っていく勉強道具の重さが問題と感じていて、中学校１年

生は、本当に背負われている感じです。小学校１年生の時より大変という。 

○吉田教育長 相当重いですね。 
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○佐藤委員 本当にそれだけ持っていかなければいけないのかという部分も含めて、このデジタ

ルのほうに持っていけば、あんなに重くならないのではないかという議論も出てくるのではない

かなと思います。 

○松本委員長 他によろしいでしょうか。 

○石井委員 これから始まる道徳教育なのですけれども、道徳といったら、私たちが受けたよう

な道徳ではないとおっしゃっていたので、それを少し期待はしているのですが、話し合いなど、

答えがなくて、自分はこうだということをきちんと出来たらいいなという話です。 

○松本委員長 道徳教育は、これも恐らく題材を何にするか、評価をどうするかなど、教員の指

導力と、子どもたちの日頃の蓄積された問題意識が全部関わり、非常に課題が多いだろうという

気がします。石井委員が言われたように、考える力等、昔とは違った意味で期待したいです。 

○鹿野教育部次長 実態をしっかり把握した中で、指導していかないと、失敗するのかなとも思

いますし、ただ話し合わせれば良いというものでもありません。子どもたちに力をつけさせなが

ら進めていくという部分では、まだ不透明なことがたくさんあって、勉強していかなければいけ

ないと思っています。 

 平成３０年度から、小学校で完全実施です。平成３１年度から中学校が完全実施。その１年前

に教科書を採択するので、教科書については、文科省に教科書会社が、白表紙のものを今年の５

月ぐらいに提示するような作業日程になっているようです。教科書の内容がまだ発表されていな

い状況で、私たちの目に触れるのは、来年ぐらいになるでしょうか。 

○大山委員 道徳の授業を受け入れてやるよというだけですか。それとも、科目として評価され

ていくのですか。 

○鹿野教育部次長 確実に教科として位置付けられるのです。 

○大山委員 通信簿にも出てくると。 

○鹿野教育部次長 ５、４、３、２、１という評定ではなく、記述式で評価します。できるだけ

評価については、その子が道徳的な価値を、どれだけ見出していく成長があったか、いい面をと

らえて評価をしていこうという方向になっているようですが、その評価の仕方についてもまだ具

体化はされていません。 

○吉田教育長 今までは、道徳というと、教科ではなかったのですが、今後は特別な教科となり

ます。よって、国が検定した教科書をつくります。今までは、副読本とか、読みもの資料だとか、

それ以外、学級での問題を話題にして議論し合い、道徳性などについて学び合っているのですが、

教科書になるというのが大きな変化であり、評価のあり方が課題となっています。点数化はでき

ないと思いますので、どこを見取るかというのはこれからなのですが、良いところを見ていくと

いうのが自然だと思っています。 

 それからもう一つは、先生が免許を持っているか持っていないかという問題があります。今の

ところ、特別な教科と名前をつけていますので、免許がなくても担任ができるというように整理

をしているのです。免許の問題はそれで当面は整理をできていることになります。 

 特別な教科と特別な名前をつけているのは、とても微妙で未知数のところがあります。今お話
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しした方向だけは出ているのですが、もう少し勉強しなければならないなという科目になってい

ます。 

○佐藤委員 一人一人の考え方を評価するということは、何かしらの発言が必要です。普通の科

目でも、発言する人と発言しない人が極端になるので、そこら辺が、うまくできるのでしょうか。 

○吉田教育長 １単位時間だけで見ようとすると、そのような問題が出てきます。しかし、何時

間かで見ることで可能になると思います。それでもここでは発言して良いけれども、他は何も言

わなかった場合に、どうなのかなということはありうると思います。大変難しい状態があります

が、実績を積み上げて工夫してやっていくしかないと思っています。 

○佐藤委員 テストはあるのですか。 

○吉田教育長 ないと思っています。 

 よくある、運転免許なんかのときに適性検査というのがありますよね。そうしたものを取り入

れることにならないかという心配もあります。あまりにも評価に目がいってしまうと、そうした

ことになりかねない部分も考えられます。その辺りがどのように落ち着いていくかという心配も

しており、注目しています。 

○松本委員長 他よろしいでしょうか。 

（はい） 

○松本委員長 それでは、議案第１号平成２８年度の北広島市学校教育の推進方針について、議

案どおりでいいですか。ご異議ございませんでしょうか。 

（異議なし） 

○松本委員長 異議なしと認めます。それでは、議案第１号につきましては、原案どおり可決と

させていただきます。 

  

 

○議案第２号 市議会定例会提出議案について 

 

○松本委員長 議案第２号についての説明をお願いいたします。 

○櫻井教育部次長 議案第２号市議会定例会提出議案についてでありますが、市議会第１回定例

会に平成２７年度北広島市一般会計補正予算を提出することについて、市長から意見を求められ

ましたので、教育委員会の議決を求めるものであります。 

 補正予算の内容につきましては、お手元の議案書３ページをご覧ください。 

 まず、歳出のほうから説明をさせていただきます。小学校費の学校管理費のうち、大曲東小学

校屋体大規模改造・非構造部材耐震化事業と、中学校費の学校管理費のうち、東部中学校屋体大

規模改造・非構造部材耐震化事業につきましては、非構造部材の耐震化工事が国の、今回平成２

７年度補正予算の対象事業となったことに伴い、平成２８年度で予定をしていた非構造部材耐震

化工事部分だけを前倒しをして実施するため、大曲小学校につきましては、委託料９５万円、工

事請負費５,５８０万円、合計５,６７５万円、東武中学校につきましては、委託料１５０万円、
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工事請負費７,８７０万円の合計８,０２０万円の事業費総額を増額するものであります。 

 次に、中学校費の学校管理費のうち、西の里中学校屋体大規模改造・非構造部材耐震化事業と、

大曲中学校の屋体大規模改造・非構造部材耐震化事業におきましては、本年度の国の当初予算で

は、大規模改造工事分については不採択となりましたが、今回の国の平成２７年度補正予算で対

象事業となったことから、今ある現行予算を増額して実施するため、西の里中学校につきまして

は、委託料３８万８,０００円、工事請負費２０３万２,０００円の合計２４２万円を、大曲中学

校につきましては、委託料４１万８,０００円をそれぞれ増額するものであります。 

 次に、小学校費の学校管理費のうち、緑ヶ丘小学校校舎・講堂防音機能復旧工事の工事請負費

と、中学校費の学校管理費のうち緑陽中学校屋体地震補強・非構造部材耐震化事業の工事請負費

につきましては、入札に伴う執行残として、それぞれ８２８万４,０００円と２,２４５万１,００

０円を増額するものであります。 

 以上、歳出では１億１,９１５万３,０００円を増額するものであります。 

 続きまして、歳入でありますが、国庫支出金の国庫補助金のうち、小学校費補助金及び中学校

費補助金につきましては、いま歳出でご説明をいたしました事業に伴う補助金をそれぞれ増額す

るものであります。 

 次に、寄附金の社会教育費寄附金につきましては、これも歳出で説明いたしました小山内悦子

さんからの寄附金１０万円を増額するものであります。 

 次に、市債の教育債のうち、小学校債及び中学校債につきましては、これも歳出で説明しまし

た事業に伴う起債額をそれぞれ増額するものであります。 

 以上、歳入では１億３,７３３万３,０００円を増額するものであります。 

 続きまして、一番下にありますが、繰越明許費でありますが、これも同じく歳出で説明をいた

しました小学校費の学校管理費の大曲東小学校、中学校費の学校管理費の東部中学校、西の里中

学校、大曲中学校の事業については、今回２７年度補正予算ですので、年度内に事業が終了しな

いため、事業費全額を繰越明許費として設定するために提出するものであります。 

 なお、この補正予算の内容につきましては、現段階要求レベルでありまして、今後、査定を経

て最終確定となりますので、その点はご了承願います。以上が、補正予算になります。 

○松本委員長 補正予算についてのご説明をいただきましたが、何かございますか。 

（異議なし） 

○松本委員長 それでは、議案第２号につきましては、原案を可決することといたします。 

 

 

 

○議案第３号 北広島市立学校の学校医、学校歯科医及び学校薬剤師の公務災害補償に関す

る条例施行規則１号改正についての規則について 

 

○松本委員長 議案第３号についての説明をお願いいたします。 
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○櫻井教育部次長 議案第３号北広島市立学校の学校医、学校歯科医及び学校薬剤師の公務災害

補償に関する条例施行規則１号改正についての規則についてでありますが、別紙のとおり規則を

改正するため、教育委員会の議決を求めるものであります。 

 この度の改正は、年金制度の一元化を図るための厚生年金保険法等の一部を改正する法律が平

成２７年１０月１日に変更され、共済年金が厚生年金に統合されたこと等に伴い、用紙の整理が

必要となったことから、当該規則の別記第１号様式から第１０号様式までの所要の改正を行うも

のであります。改正を行う様式につきましては、５ページから最終の６４ページまでのとおりで

ありますが、法改正に伴う所要の改正のほか、様式の見出しの書き込みなども整理されるもので

あります。以上であります。 

○松本委員長 議案第３号について、よろしいでしょうか。 

（異議なし） 

○松本委員長 特にないようでございますので、議案第３号についても、原案可決としたいと思

います。 

 

 

◎日程第４ その他 

 

○松本委員長 日程の第４になります。日程第４、その他をお願いします。 

○櫻井教育部次長 まず、次回の教育委員会会議の日程についてですが、平成２８年第２回教育

委員会会議は、２月４日木曜日１５時から、こちらで行いたいと思います。 

 予定議論については、教育行政報告、それと平成２８年度の教育行政執行方針、それと提出議

案、条例等の改正等を予定しております。あとは北広島市補助金交付基準に基づく関係用語の処

理に関する要綱等の提出であります。 

２月４日１５時からということで、よろしくお願いいたします。 

○松本委員長 よろしいですか。 

（はい） 

○松本委員長 それでは、次、お願いいたします。 

○櫻井教育部次長 その他、今後の予定といたしまして、これも前々回とご報告をしています白

樺高等養護学校の視察研修につきましては、今調整中であります。 

 続きまして、平成２７年度の全国体力・運動能力、運動習慣等調査の概要について担当課のほ

うからご説明申し上げます。 

○荒木特別支援教育アドバイザー 学校教育課、荒木と申します。平成２７年度全国体力・運動

能力、運動習慣等調査に係る北広島市の結果の概要について説明させていただきます。１ページ

をご覧ください。 

 初めに、調査の概要についてです。 

 調査の目的は、子どもの体力向上の取り組みの成果と課題を検証し、改善に役立てることです。
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調査の対象は、小学５年生と中学２年生です。調査の内容は、慎重、体重と８種目の実技、肥満

度に関する調査と質問紙調査からなっています。実技の内容については、表をご覧ください。中

学生は２０メートルシャトルランのかわりに、持久走も選択可能ですが、市内の中学校では全て

シャトルランを選択しています。このほかに、質問紙調査があります。体力、運動能力向上につ

いての取り組みや体育の授業などについて、当てはまるものを選択して回答するものです。調査

の方法は悉皆調査で、全国の全ての小中学校が対象となっております。 

 ２ページをご覧ください。 

 調査の実施期間は、平成２７年４月から７月末まで。調査学校数、児童生徒数については、表

をご覧ください。調査結果の留意事項については、示してありますとおりです。 

 結果の内容に移ります。 

 体格と実技に関する調査の結果は、表のとおりです。全国を５０としたときの数値に対して、

プラスマイナス１ポイント以内をほぼ同程度であるとしました。体格については、身長、体重と

もに全国を上回っている児童生徒が多いことがわかります。 

 実技については、北広島市全体としては、握力、反復横跳びが全国を上回り、２０メートルシ

ャトルランが全国を下回っています。残りの五つの種目は、全国とほぼ同程度と言えます。表の

一番右側の体力合計点についてですが、これは８種目の体力テストの成績を１点から１０点に得

点化し、それらを合計したもので、体力テストの合計得点です。体力合計点は全国とほぼ同程度

になっています。 

 ３ページと４ページは、体格と実技のレーダーチャートです。全国の割合を５０としたときの

北海道の値を赤で、北広島市の値を緑で示したものです。 

 次に、５ページに移ります。 

 肥満度に関する調査結果です。小学生、中学生ともに、正常の値がわずかに上下していますが、

全国とほぼ同程度となっています。 

 ６ページに移ります。 

 児童生徒質問紙調査の結果です。運動が好きと回答した児童生徒が多いことがわかります。体

育の授業で、できないことができるようになったきっかけは、授業中に自分の動きをビデオで見

たことと回答した割合が、全国より高くなっています。 

 ７ページです。 

 学校質問紙調査の結果です。体力、運動能力の向上に向けて、体育の授業だけでなく、学校ぐ

るみで取り組んでいることがわかります。 

 ８ページです。 

 ８ページ、９ページは、調査結果を受けての改善方策や今後の取り組みについてです。八つの

実技種目の分析と改善方策については表をご覧ください。特に、今回取り組みの工夫改善が必要

と思われる２０メートルシャトルランについては、持久力が必要なだけではなく、つらいことも

すぐに諦めてしまったり、根気強く取り組めなかったりという、意欲が大きく関係することから、

楽しく挑戦できたり、みんなで応援したり、目標を達成する喜びを感じさせるというような意欲
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喚起を図る工夫を心がけながら、取り組みの改善を図っていくことが必要です。 

 ９ページは、成果と課題です。４点にまとめました。 

 １点目、北広島市の各学校の取り組みについてです。練習時間の確保や運動する習慣をつくる

ために、朝や放課後などに体力づくりの時間を設定したり、休み時間などにも練習できるように、

空き教室などに器具を設置したり、廊下にラインテープを張ったり、各学校で取り組み方法を工

夫した結果、改善が図られてきました。 

 ２点目、北広島市が推進する教育におけるＩＣＴ活用についてです。体育の授業で「できない

ことができるようになったきっかけ」として、「授業中に自分の動きをビデオで見た」や、資料

にはお示ししていませんが、「努力を要する児童生徒に対する取り組み」として、「授業中に自

分の動きを映像で見る」という項目が全国を上回っています。北広島市が推進する教育における

ＩＣＴ活用が、子どもたちの力を伸ばすための有効な手だてとなっていることがわかります。 

 ３点目、体力などの向上に向けた計画の改善についてです。小学校で全学年での実施が求めら

れているため、次年度は全学年で体力テストを実施できるように教育課程の改善を図っていくこ

とが必要です。 

４点目、体力などの向上に向けた授業改善についてです。「体育授業における課題設定や振り

返り」については、「行われている」と回答した児童生徒は全国に比べて少ないという結果でし

た。「指導の目標」を明確にして、児童生徒に学習の見通しを持たせ、振り返りを確実に行って、

育てたい力の定着を図る授業改善が重要です。 

 以上が、結果の概要です。 

 次に、この調査結果を受けて、公表する資料についてですが、表と裏で小学校版、中学校版と

なっている１枚ものの資料をご覧ください。北海道教育委員会のホームページに掲載されるもの

です。レーダーチャートと質問紙調査、分析と体力向上策からなっています。様式が規定されて

おります。公表の内容につきまして、ご検討をお願いいたします。 

○松本委員長 ありがとうございました。 

 最後、公表の内容についての検討、何か皆さん意見がありますか。 

○荒木特別支援教育アドバイザー この内容でホームページに公表することが良いかどうかで

す。 

○松本委員長 皆さんのご意見は、いかがですか。 

○佐藤委員 ６ページ目の、「できないことができるようになったきっかけ」という部分で、「授

業中に自分の動きをビデオで見た」というところで、中学校の女子だけが低いです。これは、見

た結果か、ビデオを見なかったのか、ビデオを撮っていなかったのか、どうでしょうか。 

○荒木特別支援教育アドバイザー 中学校の女子も同じように撮っていたと思いますが、中学校

の女子は、自分で工夫したという項目のポイントが特に高くなっているのです。ビデオで見たと

いう部分よりは。何項目か、できなかったことができるようになったきっかけの項目があり、た

またまこのビデオを見てできるようになったというところが、女子のほうは少し低いということ

です。 
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○松本委員長 他よろしいですか。これをレーダーチャートで示すということについては、よろ

しいですか。 

（はい） 

○松本委員長 よろしいですね。 

○鹿野教育部次長 去年と比較しますと、実際は、比較というのは非常に難しいのですけれども、

全国平均の体力合計点を５０にしたものではなく、体力合計点では昨年度よりも全国平均を上回

っていると思います。昨年度よりも伸びている種目もあるのですが、総体が伸びている種目でも

全国平均より低かったというような状況もあります。 

○吉田教育長 シャトルランというのは、皆さんわかりますか。 

○大山委員 資料によりわかりましたが、これまで聞かなかったです。 

○吉田教育長 少し説明してください。 

○鹿野教育部次長 シャトルランというのは、２０メートルを往復走する競技です。往復する中

で、２０メートルを１回走ったら１回、戻ったら２回、３回、４回となるのですけれども、ただ

単純に往復するだけでなく、最初はゆっくりのリズムから徐々に速くなります。例えば２０メー

トルを１０秒で走るようなリズムで最初スタートします。歩いてもできます。それが大体１０回

ぐらい繰り返すと、次に少し早いリズムに変わっていく。ですから、回数をふやすごとにリズム

が早くなっていくので、ついていけなくなる。途中で脱落する者もいる。時間内に２０メートル

を走り切ったら、次にまた２０メートル走るということを繰り返すことになります。脱落した段

階で、３８回でした、２５回でしたという記録になっていきます。 

○松本委員長 それは、練習すれば、顕著に向上するものですか。それを練習する、しないで、

かなり成果が変わる競技種目ですか。 

○鹿野教育部次長 シャトルランについては、仕組みを解って何回か経験すると、記録は着実に

伸びます。ただ、伸びるのですけれども、やはり持久力がなければ、伸ばしていくことはできま

せん。低いレベルの３０回ぐらいで終わっている子については、恐らく４０回、５０回というく

らいまでは練習によって達成できると考えます。 

○松本委員長 なるほど。 

○鹿野教育部次長 走っての競技ですので、途中で自分で嫌になったらやめることが可能です。 

○松本委員長 疲れるのですね。 

○鹿野教育部次長 そうなのです。持久力について競技・検査を行う際には、集団づくりという

のも関係してきますので、本当は体力があるが途中であきらめてしまうなど、集団の質によって

も左右され、その記録が個人的な資料になってしまいます。 

○松本委員長 学校のデータは、見るときにどういうふうに理解するものでしょうか。今の中学

校２年生というのは、例えば広葉中学校の子どもさんは、かつては双葉小学校の最後の子ぐらい

が中２ぐらいになっているという感じですか。開校後の子ですよね。つまり双葉の子が広葉に行

っている、そういう考えですか。 

○吉田教育長 その通りです。 
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○松本委員長 おもしろいのは、ある小学校では、体力合計、男女とも高いのですよね。ところ

が中学校は低いでしょう。一方、別の小学校では男女とも低いのだけれども、中学校に行ったら

かなり高くなるわけですよね。つまり、小学校の子というのは、まだ体力ないのかなと思うけれ

ども、ほかが練習したけれども、ここはしなかったわけで、別に体力がないわけではないかもし

れない。中学校に行ったら頑張ったのかなと思ったり、もともと遜色ないのだけれども、ちょっ

と練習したら上がったのかなと。 

 それをどういうふうに見たらいいのかということと、シャトルランの項目が、得点が顕著に影

響していると思われるわけです。種目でいうと。上げたり下げたりするという、ここら辺をよく

見ないと、なかなか難しい評価だなと思いました。 

○鹿野教育部次長 西の里小学校に体育専科の教師がいるのですが、その３カ年の成果等が出て

きたのです。それについては、市内の全学校に先生の実践を広めている関係で、小学校、中学校

とも、その影響で伸びているところはあります。 

○大山委員 授業の最初の準備体操も、音楽をかけながら体育館全体を使いながら準備運動をし

ていったり等、工夫をされていると思いました。 

○鹿野教育部次長 各学校にはまだこの結果がわたっていないので、分析はこれからです。１月

２０日過ぎぐらいになると聞いているので、その分析を受けてからになりますが、ある小学校に

ついては、小学校４年生のときに、体力測定をやらせていないので、その種目に慣れていないの

も影響しているのかなと思います。 

 それと、別の中学校で、小学校がいいのに下がっているのは、非常に運動が苦手な子が、２年

生に多いと聞いています。 

○松本委員長 学年の特徴があるのですね。 

○鹿野教育部次長 小学校のときから低い状況だったように聞いています。家から結構歩いて、

ウオーキングを重視しているのだから、もう少し力を入れてやりましょうとは言ってきました。 

○佐藤委員 これというのは、成績のほうと連動しているような気がするのです。何かそう見え

ます。持久力がないから成績も悪くなってしまうのでしょうか。 

○吉田教育長 モチベーションと、種目への慣れと、基礎体力的なものとがミックスされていて、

それがマッチングしたときには、結果が出てくるのかなと思われます。 

○佐藤委員 モチベーションという意味で、勉強するのにも集中力がなかったら、余りにも違い

すぎます。 

○石井委員 あるかもしれません。 

○松本委員長 各点の学力と体力の評価を見ても、体力と成績との連動はあるというのが常識で

す。 

○吉田教育長 これを見て、もう一つの特徴もあるのです。女子の北海道は全部低くめですが、

中２の女子というのは、全道と全国とはすごく差が開いているのです。でも、北広の中２の女子

が善戦しているという結果を見ることができるのです。右下の数字を見てもらうとわかると思い

ますが、全国に近いです。でも、全道でいくと四十四、五だから、ポイント数は結構よいと思う
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のです。全国的にも中２女子というのは、体の成長のこともあったり、思春期のこともあったり、

本気でやっていないという場合もあるのですが、かなり一生懸命やっていることがわかります。 

○松本委員長 他にありますか。 

○櫻井教育部次長 土曜授業についてということで、口頭でお話し致します。 

○櫻井学校教育課長 土曜授業ですが、今年度も２回実施し、試行ということでやってみました。

結果については、次回の教育委員会会議でご報告させていただこうと思っているのですが、その

前に、来年度についてですが、２８年度も２回ということで、今年と同じという形で試行してみ

たいと考えております。各学校も含めて、関係団体ですとか、日程も含めて周知をし、できるだ

け色々な活動に支障がないようにもう一年やってみたいと考えております。江別、千歳、それぞ

れ３回なり４回なりということでやるとのとこです。恵庭も、今、１校でやっていたところを市

内で広げてやっていくということで、各市も回数に違いはあるのですが、当市は一年２回という

ことでやってみたいと考えておりますので、ご承知おきいただきたいと思います。以上です。 

○松本委員長 それでは、他よろしいですか。 

○大山委員 今日の話と関係ないのですが、前回の定例会の一般質問答弁についてですが、山本

博己議員の質問だったと思うのですが、学校のグラウンド照明について、答弁内容として、「部

活動が行える夜間照明の措置は考えておりませんが、生徒の安全を考慮し、部活動後の後片づけ

や移動などに必要な照明につきましては、今後検討してまいりたいと考えております。」という

内容で、具体的なところを知りたいと思います。現状としては、夏から秋にかけて日も早く落ち

てしまい、学校の先生方は車のライトで工夫しているということも聞いていましたので、どのよ

うな対応を考えていくのかなということを最後にお願いします。 

○櫻井教育部次長 日が沈んだら部活はやめるということのほうがいいのかなとは思っているの

ですが、西部中学校は、校舎まで離れている為、どうしても後片づけ時に真っ暗になってしまう

ということで、２年ほど前に証明をつけています。他の学校でも、校舎と部活の場所が離れてい

て、日が落ちてしまうと真っ暗になるという部分もあるので、その辺は検討したいなということ

です。方法論として、例えば校舎のほうにスポットライトをつけて明かりをとるとか、部活の物

置の場所に照明をつけるとかの方法がありますが、部活そのものに照明ということは考えていま

せん。 

○大山委員 そういうのも、先ほどの予算の中に部分的に入り、大まかな感じの中でのやりとり

ということでしょうか。 

○櫻井教育部次長 そこは、各学校によって部活の方法ですとか、校舎とグラウンドの配置で校

舎の照明が行くような場所もあったり、色々違うので、全校を対象にするのではなくて、全体の

予算の中で考えたいということです。 

○松本委員長 他にはないでしょうか。 

 （なし） 
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  ◎閉会宣言 

 

○松本委員長 それでは、本日、第１回目の教育委員会会議、付議された議事は全て終了しまし

たので、閉じさせていただきたいと思います。ありがとうございました。 

 

午後４時３０分 閉会 
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